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(57)【要約】
【課題】口径の大きな光学フィルターを用いる必要がな
く、廉価であり携帯性を犠牲にせず光学フィルターによ
る効果を得ることができることを目的とする。
【解決手段】レンズ鏡筒側のマウント１２とカメラ側の
マウント２２との間に接続され、レンズ鏡筒側のマウン
ト１２とカメラ側のマウント２２をつなぐ中間鏡筒に光
学フィルター４４を内蔵し、内蔵された光学フィルター
を中間鏡筒外部より回転操作可能な機構を備えたことを
特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
レンズ鏡筒を交換できるカメラにおいて、前記レンズ鏡筒側のマウントと前記カメラ側の
マウントとの間に接続され、前記レンズ鏡筒側のマウントと前記カメラ側のマウントとを
つなぐ中間鏡筒であって、光学フィルターを前記中間鏡筒外部より回転操作可能に備えた
中間鏡筒。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レンズを交換できるカメラにおいて、レンズ鏡筒側のマウントとカメラ側の
マウントとに接続され、レンズ鏡筒側のマウントとカメラ側のマウントとをつなぐ中間鏡
筒に関する。
【背景技術】
【０００２】
　カメラを用いて静止画や動画を撮影するとき、レンズ鏡筒側のマウントとカメラ側のマ
ウントとが異なるためレンズ鏡筒側のマウントとカメラ側のマウントとをつなぐマウント
アダプターや、レンズ鏡筒の焦点距離を伸ばすためレンズ鏡筒側のマウントとカメラ側の
マウントとの間に挟むテレコンバーターや、接写撮影をするときにレンズ鏡筒側のマウン
トとカメラ側のマウントとの間に挟む接写リング等、レンズ鏡筒側のマウントとカメラ側
のマウントとの間に挟んで使用する中間鏡筒が存在する（例えば、特許文献１参照。）。
【０００３】
　また、水面やガラスにおける反射を除去し水中やガラス越しの被写体を撮影するために
ＰＬ（Ｐｏｌａｒｉｚｅｄ　Ｌｉｇｈｔ）フィルターと呼ばれる偏光フィルターをレンズ
鏡筒前面に取り付け偏光効果を確認しながら、つまり水面やガラスにおける反射が作画意
図に対して最適となる回転位相までＰＬフィルターを回転調整して撮影する撮影技術があ
る。
【０００４】
　また、夜景撮影等において輝きを演出する手段として、点光源から光条が発生する効果
が得られるクロスフィルターをレンズ鏡筒前面に取り付け光条発生効果を確認しながら、
つまり点光源から発生する光条を作画意図に対して最適となる回転位相までクロスフィル
ターを回転調整して撮影する撮影技術がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－８２２８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　光学フィルターの光学効果を得るため、光学フィルターをレンズ鏡筒前面に取り付けて
撮影する場合、画角が比較的狭く前玉の口径の小さい標準レンズや中望遠レンズでは光学
フィルターを容易に使用することができるが、画角の広い広角レンズ前面に光学フィルタ
ーを使用するためには、広角レンズの画角が広いので光学フィルターによる画面のケラレ
を防止するためレンズ鏡筒前面に取り付けて使用する光学フィルターの口径が大きくなり
、光学フィルターそのものが高価になることや持ち運びが困難になるという課題があった
。
【０００７】
　また、ＰＬフィルターやクロスフィルター等の回転操作を行うことでフィルター効果を
調整する光学フィルターは、光学フィルター内部に回転機構を備えるため、回転操作を行
わない光学フィルターに比べフィルター枠の光軸方向の厚みが大きくなり、光学フィルタ
ーによる画面のケラレを防止しようとすると光学フィルターの口径をより大きくする必要
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があり、光学フィルターそのものがさらに高価になることや持ち運びがさらに困難になる
という課題があった。
【０００８】
　さらに、画角が１８０度前後の魚眼レンズでは、レンズ鏡筒前面に光学フィルターを取
り付け、画面にケラレを生じさせないためには、前方に突出した対物レンズとの接触を避
けるため、たとえばドーム状の光学フィルターが必要であり、そのような光学フィルター
は、光学フィルターそのものが非常に高価になり持ち運びも非常に困難になるという課題
があった。
【０００９】
　また、光学フィルターをレンズ鏡筒前面のフィルターネジ部に取り付けてフィルターネ
ジ径の異なる複数のレンズ鏡筒で使用する場合、異なるフィルターネジ径に応じて複数の
光学フィルターを準備しなければならず、高価になり持ち運びも困難になるという課題が
あった。
【００１０】
　このような課題に鑑みて本発明の中間鏡筒は、口径の大きな光学フィルターを用いる必
要がなく、廉価であり携帯性を犠牲にせず光学フィルターによる効果を得ることができる
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するために本件の発明は、レンズ鏡筒側のマウントとカメラ側のマウン
トの間に接続され、レンズ鏡筒側のマウントとカメラ側のマウントをつなぐ中間鏡筒に光
学フィルターを内蔵し、内蔵された光学フィルターを中間鏡筒外部より回転操作可能な機
構を備えたことを特徴とする中間鏡筒である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の中間鏡筒は、広角レンズや魚眼レンズで光学フィルターを用いて光学フィルタ
ーの効果を得る場合、口径の大きな光学フィルターを用いる必要がなく、廉価であり携帯
性を犠牲にせず光学フィルターによる効果を得ることができる。
【００１３】
　また、ＰＬフィルターやクロスフィルター等の回転操作を行うことでフィルター効果を
調整する光学フィルターであっても、口径の大きな光学フィルターを用いる必要がなく、
廉価であり携帯性を犠牲にせず光学フィルターによる効果を得ることができる。
【００１４】
　また、フィルターネジ径の異なる複数のレンズ鏡筒を使用する場合でも、それぞれのレ
ンズ鏡筒に応じて異なるフィルターネジ径の複数の光学フィルターを準備する必要がなく
、廉価であり携帯性を犠牲にすることなく光学フィルターによるフィルター効果を得るこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】フィルター回転機構組立図
【図２】フィルター回転機構分解図
【図３】中間鏡筒側面図
【図４】中間鏡筒前面図
【図５】中間鏡筒背面図
【図６】レンズロック部組立図
【図７】レンズ鏡筒側面図
【図８】レンズ鏡筒背面図
【図９】カメラボディ前面図
【図１０】カメラボディ側面図
【図１１】カメラシステム分解図
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【図１２】カメラシステム組立図
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図１は、本発明の実施形態の中間鏡筒のフィルター回転機構組立図である。図１におい
て、中間鏡筒ボディマウント１２と中間鏡筒レンズマウント２２は、中間鏡筒本体１１に
ネジ止め固定されている。フィルター保持リング４１は、光学フィルター４４を保持して
いる。操作ギヤ４５は、操作ローラー４６と一体で操作ギヤ軸４７に挿入され、操作ギヤ
軸４７を中心に回転できる。操作ローラー４６は、図１に示すように中間鏡筒本体１１よ
り一部露出していて、中間鏡筒本体１１外側より回転操作できる。
【００１７】
　図２は、本発明の中間鏡筒のフィルター回転機構分解図である。図２において、光学フ
ィルター４４を保持しているフィルター保持リング４１は、対中間鏡筒摺動部４１ａが、
中間鏡筒本体１１の内部にある対フィルター保持リング摺動部１１ａに紙面左側である被
写体の方向から挿入され、さらに保持リング押さえ４３の外周にある対フィルター保持リ
ング圧入部４３ｂが紙面右側であるカメラの方向からフィルター保持リング４１の内周に
ある対保持リング押さえ圧入部４１ｂに圧入されることにより、中間鏡筒本体１１に固定
される。
【００１８】
　対中間鏡筒摺動部４１ａの外径寸法は、対フィルター保持リング摺動部１１ａの内径寸
法よりもわずかに小さく、光学フィルター４４を保持しているフィルター保持リング４１
は、中間鏡筒本体１１に対して回転できる。
【００１９】
　操作ギヤ４５と操作ローラー４６とが一体となったものは、操作ギヤ軸４７に挿入され
操作ギヤ軸４７を中心に自由に回転できる。
【００２０】
　また、フィルター保持リング４１の外周にあるフィルター保持リング外周ギヤ４１ｃは
、操作ギヤ４５と図１に示すように噛み合っており、操作ローラー４６を中間鏡筒本体１
１の外側より回転操作することで、操作ローラー４６と一体となった操作ギヤ４５がフィ
ルター保持リング外周ギヤ４１ｃを回転させ、フィルター保持リング４１に保持された光
学フィルター４４が回転できる。つまり、操作ローラー４６を中間鏡筒本体１１の外側よ
り回転操作することで光学フィルター４４が回転できる。
【００２１】
　図３は、中間鏡筒側面図であり、図１のフィルター回転機構組立図の外観図である。図
３において、中間鏡筒ボディマウント１２には、中間鏡筒ボディマウントロックピン１４
が設けられている。中間鏡筒本体１１の外周部には、中間鏡筒ボディマウントリリースボ
タン１５および中間鏡筒レンズマウント指標２３が設けられている。
【００２２】
　図４は、中間鏡筒前面図であり、図３の中間鏡筒側面図を紙面左側つまりレンズ鏡筒側
から見た図で一部は断面図である。図４において、操作ギヤ軸４７を中心に回転できる操
作ギヤ４５はフィルター保持リング外周ギヤ４１ｃと噛み合っていて、操作ギヤ４５を回
転させることで光学フィルター４４が回転できる。中間鏡筒ボディマウント１２の内周に
は、中間鏡筒ボディマウントスキマ１２ａ、中間鏡筒ボディマウントスキマ１２ｂおよび
中間鏡筒ボディマウントスキマ１２ｃが設けられている。中間鏡筒ボディマウント１２に
は、中間鏡筒ボディマウント指標１３が設けられている。
【００２３】
　図５は、中間鏡筒背面図であり、図３の中間鏡筒側面図を紙面右側つまりカメラボディ
側から見た図である。図５において、操作ローラー４６は、中間鏡筒本体１１より一部露
出していて、図４に示す操作ギヤ４５と一体であることから、操作ローラー４６を中間鏡
筒本体１１の外側より回転操作することで光学フィルター４４が回転できる。図５におい
て、中間鏡筒レンズマウント２２の外周には、中間鏡筒レンズマウント爪２２ａ、中間鏡
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筒レンズマウント爪２２ｂおよび中間鏡筒レンズマウント爪２２ｃが設けられている。中
間鏡筒レンズマウント２２には、中間鏡筒位置決め長孔２４が設けられている。
【００２４】
　図６は、レンズロック部組立図であり、図３の中間鏡筒側面図を中間鏡筒ボディマウン
トレンズロックピン１４が断面となる位相で断面にしたものである。図６において、中間
鏡筒ボディマウントロックピン１４は、中間鏡筒本体１１にある穴と中間鏡筒ボディマウ
ント１２にある穴で保持されている。中間鏡筒本体１１にある中間鏡筒ボディマウントロ
ックピン１４を保持している穴および中間鏡筒ボディマウント１２にある中間鏡筒ボディ
マウントロックピン１４を保持している穴の長さは、中間鏡筒ボディマウントロックピン
１４の全長よりわずかに長く、中間鏡筒ボディマウントロックピン１４は紙面左右方向つ
まり光軸方向にスライドできる。中間鏡筒ボディマウントリリースボタンバネ４８は、中
間鏡筒ボディマウントロックピン１４を紙面左側つまりレンズ鏡筒側に向かって付勢して
いる。中間鏡筒ボディマウントリリースボタン１５は、中間鏡筒本体１１にある穴で保持
されている。中間鏡筒本体１１にある中間鏡筒ボディマウントリリースボタン１５を保持
している穴の長さは中間鏡筒ボディマウントリリースボタン１５の全長よりわずかに長く
、中間鏡筒ボディマウントリリースボタン１５は紙面上下方向つまり光軸と直交方向にス
ライドできる。
【００２５】
　中間鏡筒ボディマウントロックピン１４は中間鏡筒ボディマウントリリースボタンバネ
４８によりレンズ鏡筒側に向かって付勢されているが、中間鏡筒ボディマウントリリース
ボタン斜面１５ａに中間鏡筒ボディマウントロックピン１４の段付部が当接していること
により、中間鏡筒ボディマウントロックピン１４の中間鏡筒ボディマウント１２からの飛
び出しを防いでいる。中間鏡筒ボディマウントリリースボタン１５は光軸と直交方向にス
ライドできるが、中間鏡筒ボディマウントリリースボタン１５を紙面下側つまり光軸中心
に向かって押し込むことにより、中間鏡筒ボディマウントリリースボタン斜面１５ａが中
間鏡筒ボディマウントロックピン１４の段付部を押し、中間鏡筒ボディマウントロックピ
ン１４を紙面右側つまりカメラボディ側にスライドさせ、中間鏡筒ボディマウントロック
ピン１４は中間鏡筒ボディマウント１２の前面より突出しなくなる。
【００２６】
　つまり中間鏡筒ボディマウントリリースボタン１５を光軸中心に向かって押し込むこと
により、中間鏡筒ボディマウントロックピン１４は中間鏡筒ボディマウント１２の前面よ
り突出しなくなる。
【００２７】
　図７は、レンズ鏡筒側面図である。図７において、レンズ鏡筒本体１にはレンズマウン
ト２およびレンズ鏡筒指標３が設けられている。
【００２８】
　図８は、レンズ鏡筒背面図であり、図７のレンズ鏡筒側面図を紙面右側つまり中間鏡筒
側から見た図である。図８において、レンズマウント２の外周には、レンズマウント爪２
ａ、レンズマウント爪２ｂおよびレンズマウント爪２ｃが設けられている。レンズマウン
ト２には、レンズ鏡筒位置決め長孔４が設けられている。
【００２９】
　図７に示すレンズ鏡筒本体１を、図４に示す中間鏡筒本体１１に取り付けるには、中間
鏡筒ボディマウント指標１３に対してレンズ鏡筒指標３の位相を合わせ、中間鏡筒ボディ
マウント１２の内周にある中間鏡筒ボディマウントスキマ１２ａと中間鏡筒ボディマウン
トスキマ１２ｂと中間鏡筒ボディマウントスキマ１２ｃにそれぞれ、レンズマウント２の
外周にあるレンズマウント爪２ａとレンズマウント爪２ｂとレンズマウント爪２ｃを嵌め
込み、中間鏡筒ボディマウントロックピン１４がレンズ鏡筒位置決め長孔４に嵌合するま
で、レンズ鏡筒本体１を回転させる。
【００３０】
　図７に示すレンズ鏡筒本体１を、図４に示す中間鏡筒本体１１から取り外すには、中間
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鏡筒ボディマウントリリースボタン１５を押して中間鏡筒ボディマウントロックピン１４
を中間鏡筒ボディマウント１２の前面より引き込むことで、レンズ鏡筒本体１は回転でき
るようになり、所定の角度だけレンズ鏡筒本体１を回転させてからレンズ鏡筒本体１を取
り外す。
【００３１】
　図９は、カメラボディ前面図である。図１０は、カメラボディ側面図である。図９にお
いて、カメラボディ３１にはカメラボディマウント３２およびカメラボディマウント指標
３３が設けられている。カメラボディマウント３２の内周には、カメラボディマウントス
キマ３２ａ、カメラボディマウントスキマ３２ｂおよびカメラボディマウントスキマ３２
ｃが設けられている。カメラボディマウント３２にはカメラボディマウントロックピン３
４が設けられている。また、カメラボディ３１にはカメラボディマウントリリースボタン
３５が設けられている。
【００３２】
　図５に示す中間鏡筒本体１１を、図９に示すカメラボディ３１に取り付けるには、カメ
ラボディマウント指標３３に対して中間鏡筒レンズマウント指標２３の位相を合わせ、カ
メラボディマウント３２の内周にあるカメラボディマウントスキマ３２ａとカメラボディ
マウントスキマ３２ｂとカメラボディマウントスキマ３２ｃにそれぞれ、中間鏡筒レンズ
マウント２２の外周にある中間鏡筒レンズマウント爪２２ａと中間鏡筒レンズマウント爪
２２ｂと中間鏡筒レンズマウント爪２２ｃを嵌め込み、カメラボディマウントロックピン
３４が中間鏡筒位置決め長孔２４に嵌合するまで、中間鏡筒本体１１を回転させる。
【００３３】
　図５に示す中間鏡筒本体１１を、図９に示すカメラボディ３１から取り外すには、カメ
ラボディマウントリリースボタン３５を押してカメラボディマウントロックピン３４をカ
メラボディマウント３２の前面より引き込むことで、中間鏡筒本体１１は回転できるよう
になり、所定の角度だけ中間鏡筒本体１１を回転させてから中間鏡筒本体１１を取り外す
。
【００３４】
　図１１は、本発明のカメラシステム分解図である。図１２は、本発明のカメラシステム
組立図である。図１１および図１２において、中間鏡筒本体１１は、レンズ鏡筒本体１と
カメラボディ３１との間に挟んで組み立てることで、レンズ鏡筒１とカメラボディ３１と
の間に中間鏡筒本体１１の外側から回転操作可能な光学フィルターを構成できる。
【００３５】
　本発明の中間鏡筒を用いると、広角レンズや魚眼レンズで光学フィルターを用いて光学
フィルターの効果を得る場合、口径の大きな光学フィルターを用いる必要がなく、廉価で
あり携帯性を犠牲にせず光学フィルターによる効果を得ることができる。また、ＰＬフィ
ルターやクロスフィルター等の回転操作を行うことでフィルター効果を調整する光学フィ
ルターであっても、口径の大きな光学フィルターを用いる必要がなく、廉価であり携帯性
を犠牲にせず光学フィルターによる効果を得ることができる。また、フィルターネジ径の
異なる複数のレンズ鏡筒を使用する場合でも、それぞれのレンズ鏡筒に応じて異なるフィ
ルターネジ径の複数の光学フィルターを準備する必要がなく、廉価であり携帯性を犠牲に
することなく光学フィルターによるフィルター効果を得ることができる。
【産業上の利用可能性】
【００３６】
　本発明は、中間鏡筒を用いた静止画や動画の撮影時において、光学フィルターの回転操
作による映像効果を作画意図として表現したい場合に適用できる。
【符号の説明】
【００３７】
　１　レンズ鏡筒本体
　２　レンズマウント
　２ａ　レンズマウント爪ａ
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　２ｂ　レンズマウント爪ｂ
　２ｃ　レンズマウント爪ｃ
　３　レンズ鏡筒指標
　４　レンズ鏡筒位置決め長孔
　１１　中間鏡筒本体
　１１ａ　対フィルター保持リング摺動部
　１２　中間鏡筒ボディマウント
　１２ａ　中間鏡筒ボディマウントスキマａ
　１２ｂ　中間鏡筒ボディマウントスキマｂ
　１２ｃ　中間鏡筒ボディマウントスキマｃ
　１３　中間鏡筒ボディマウント指標
　１４　中間鏡筒ボディマウントロックピン
　１５　中間鏡筒ボディマウントリリースボタン
　１５ａ　中間鏡筒ボディマウントリリースボタン斜面
　２２　中間鏡筒レンズマウント
　２２ａ　中間鏡筒レンズマウント爪ａ
　２２ｂ　中間鏡筒レンズマウント爪ｂ
　２２ｃ　中間鏡筒レンズマウント爪ｃ
　２３　中間鏡筒レンズマウント指標
　２４　中間鏡筒位置決め長孔
　３１　カメラボディ
　３２　カメラボディマウント
　３２ａ　カメラボディマウントスキマａ
　３２ｂ　カメラボディマウントスキマｂ
　３２ｃ　カメラボディマウントスキマｃ
　３３　カメラボディマウント指標
　３４　カメラボディマウントロックピン
　３５　カメラボディマウントリリースボタン
　４１　フィルター保持リング
　４１ａ　対中間鏡筒摺動部
　４１ｂ　対保持リング押さえ圧入部
　４１ｃ　フィルター保持リング外周ギヤ
　４３　保持リング押さえ
　４３ｂ　対フィルター保持リング圧入部
　４４　光学フィルター
　４５　操作ギヤ
　４６　操作ローラー
　４７　操作ギヤ軸
　４８　中間鏡筒ボディマウントリリースボタンバネ
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